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 要 旨   
目的： 
 Bosnia、Herzegovina の Mostar 地区でのアルコール乱用と依存症の有病率を求める

こと。 
方法： 
 本研究では層別化した 704 人の参加者を対象とした。アルコール乱用の有病率は標

準化された Michigan 飲酒スクリーニング検査の質問票を用いた。 
結果： 
 アルコール乱用しアルコール依存症のリスクが高い住民の有病率は 9.9%で、アルコー

ル中毒症の有病率は 2.1%であった。大学生の中ではアルコール中毒が 3.9%あり、11.1%が

アルコール依存症になるリスクが高い状態であったで。中高生の中ではアルコール中毒

が 1.7%あり、14.4%がアルコール依存症になるリスクが高い状態であった。 
結論： 
 Mostar 地区でのアルコール依存症とアルコール乱用の有病率が高く、とくに中高生

および大学生において高かった。教育、早期診断、早期治療を動員した徹底的な予防策が

必要である。 

 
 

 




